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2. モ デ ル
重い電子系の低温での性質を調べるために次の周期的アンダーソンノ､ミルトニアンを考える｡


















れば, ZTnO-Acot∂O で与えられるO 従ってベ-テ仮説法の結果を剛 ､れば,I,noは任意磁









































































東大 ･工 上 田 和 夫
希土類金属や,アクチナイ ドにみられる重い電子系を記述する理論的基礎は周期的アンダー
ソン模型にあると考えられる｡高温での局在スピン的な振舞いから,温度をさげるにしたがっ
てコヒーレンスが成長しフェルミ液体を形成する｡その過程および,低温での状態を正しく記
述するのは簡単ではない｡しかし1ノ〃 展開,フェルミ流体理論,変分計算などが登場しおお
よその輪郭は出来つつある｡とくに基底状態のエネルギー,低温での比熱,帯磁率などの静的
な物理量に関しては第零近似のレベルではあるがコンセンサスが形成されつつある｡i-電子
間の強いクーロン斥力によりf-電子は局在する傾向をもつが,伝導電子とのミキシングによ
るエネルギーの得は,非解析的で,純粋なシステムでは低温で常にコヒーレンスが成長しf-
電子は結晶中を動き始めると考えられる｡この非解析的エネルギーの利得は近藤温度のような
関数形を持っている｡
重い電子系のコヒーレンスを理解する上で重要な問題は,不純物効果である｡ここでは上に
述べたenergeticsから考えてみたい｡ 簡単のためdisorderが伝導電子に対して存在するとしよ
う｡もっとも簡単な取扱は,不純物による lifetime 1/Tをセルフコンシステントに扱う平均
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